
事例集

男⼥共同参画の視点からの防災
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平成２８年３月現在

事例2 災害時における妊産婦・乳児救護所の開所①

【取組の概要】
・⽂京区では、平成24年に全国に先駆けて災害時に妊産婦や乳児が避難する専⽤の
妊産婦・乳児救護所（⺟⼦救護所）の設置を地域防災計画に記載。

・⺟⼦救護所を確保するための⽀援協定を区内各所と締結。
・毎年、協定先の⼤学において関連機関と協⼒しながら、⺟⼦救護所の開設訓練を
実施し、災害時に妊産婦・乳児を保護する体制を構築。

・区内の⼥⼦⼤を中⼼とした⼤学と連携し、
「妊産婦・乳児救護所」を構内に設置。

・救護所には助産師会・助産師会館から助産師
が派遣され、妊産婦等の⼼⾝のケアを実施。

・ハイリスク妊産婦・乳児の搬送先後⽅⽀援と
して⼤学病院等とも連携。

・必要な備蓄品リストを作成。
(アレルギーを持つ乳児⽤の粉ミルク等も備蓄)

東京都
⽂京区
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東⽇本⼤震災
東⽇本⼤震災の際、避難所に派遣された区職員が、妊産婦と乳児へのケアが不
⼗分だったことを⽬の当たりにした。
任意のプロジェクトチーム
任意のプロジェクトチーム（医師、看護師、助産師、地域のパパ・ママ、⼦育
て⽀援NPO等）を⽴ち上げ、プランを練った（東⽇本⼤震災後、何かせねばと
いう機運が⾼まった）
従前からの連携
もともと区と⼤学には連携があり、⼤学側からも、⼤規模災害時に帰宅困難者
の受け⼊れについてどう対応すべきか相談があった。

⼤学や病院との協議
具体的な連携⽅法や条件（⼥⼦⼤は帰宅困難者の受け⼊れは⼥性に限定したい
等）について何度も丁寧に協議を重ねた。

協定の締結
• 設置場所：区内の４⼤学（⼥⼦⼤は⼥⼦トイレの数が多いほか、福祉・介護系
をもつ⼤学は施設や学⽣の協⼒も仰げる。）

• ⼤学が備蓄品の場所も提供（管理は防災課）
①粉ミルク（アレルギー⽤粉ミルク含む）、②哺乳瓶や粉ミルク⽤の⽔、③紙
おむつ、④お産セット 等

事例2 災害時における妊産婦・乳児救護所の開所②

【取組の経緯】

東京都
⽂京区
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⺟⼦救護所開設訓練の様⼦ 災害時⽤備蓄配備内容⼀覧

毎年継続的に開設訓練を実施している。
備蓄品の設置は⼤学、管理は防災課が担当
し、妊産婦、乳幼児のニーズにしっかり対
応。

事例2 災害時における妊産婦・乳児救護所の開所③ 東京都
⽂京区
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事例2 災害時における妊産婦・乳児救護所の開所④

【取組のポイント】

具体的な制度設計

・地域防災計画に妊産婦、乳児を保護するための施設としての「妊産婦・乳
児救護所」を明記し、区として災害弱者である妊産婦・乳児を保護するこ
とを明確に打ち出し。

・災害時に避難してくる妊産婦をあらかじめ具体的に算定し、結果に基づい
て必要なスペースや出産⽀援、医療ニーズ等に関する連携先等を検討。

区内機関との有機的な連携
・区がリーダーシップを発揮し、防災課が中⼼となって区内の多様な関係機
関と有機的に連携することにより、災害時において妊産婦等を守るための
体制が整備。

・⼤学、助産師、警察等と連携しながら、毎年、開設訓練を実施。
・年１回関係者が⼀堂に会して合同会議を⾏い、課題を洗い出し。

⽂京区
危機管理室防災課
03-5803-1179

内閣府避難所の確保と質の向上に関する検討会第３回質の向上ワーキンググループ
資料５、参考資料１
http://www.bousai.go.jp/kaigirep/kentokai/hinanzyokakuho/wg_situ/dai3kai.html
当時の課⻑へのインタビュー記事 http://kosodateswitch.jp/catchup/201511/

東京都
⽂京区
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